
⑶元禄６（1693）年 朝鮮人連行後の対応

５月10日、“朝鮮人の米子連行の旨”、“大谷家船頭と朝鮮人の口上書”、“朝鮮人持参の書付３通”を月

番老中土屋相模守へ提出し、朝鮮人の竹島渡海の禁止を申し入れる。13日、土屋相模守より朝鮮人の長

崎移送と長崎奉行への通知を命じられたが、10日に提出した朝鮮人の口上書と朝鮮人持参の書付は土屋

のもとに留め置かれた。15日、江戸より鳥取へ土屋相模守の申し渡しを伝える。22日、江戸にて幕府勘

定奉行松平美濃守による竹島に関する問い合わせへの回答を行う（６月22日、補足の回答提出）。

５月26日、江戸よりの朝鮮人長崎移送に関する指示（13日江戸発）が鳥取へ伝えられる。29日、朝鮮

人が米子より鳥取へ向け出発し、６月１日、鳥取へ到着、荒尾大和宅へ宿。翌２日、家老らが朝鮮人に

面会し、その後朝鮮人は町会所へ移される。４日、池田辰之助（のちの西館池田清定）が朝鮮人見物の

ため、町会所を訪問。７日、長崎まで朝鮮人を陸路にて護送。30日、朝鮮人一行、長崎へ到着する。７

月18日、護送の藩士が長崎より帰藩する（以上、「控帳」、「御用人日記」、「竹嶋之書附」）。

史料４ 「御用人日記」５月15日条。老中土屋相模守による連行朝鮮人への対処指示。

土屋は朝鮮人の長崎移送、竹島（鬱陵島）に残る朝鮮人の追い出しを命じる

翻刻文は次のページ→
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史料５ 「御用人日記」５月16日条。長崎在番中の長崎奉行川口摂津守・山岡対馬守への口上書案文
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史料６ ５月22日、幕府勘定奉行松平美濃守へ提出した竹島渡海に関する回答書（「竹嶋之書附」）。

竹島の帰属に関する質問に対し、「竹嶋は離嶋ニて人住居は不仕候。尤伯耆守支配ニても無

之候」と回答
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